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令
和
６
年
館
林
市
議
会
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
１
日
か

ら
３
月
21
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
に
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
等
は
、
追
加

議
案
も
含
め
24
件
で
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
同
意
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
の
あ
ら
ま
し

人
事
案
件

▽
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
＝
人
権
擁
護
委
員
の
奥
澤
京

子
さ
ん
が
、
本
年
６
月
30
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
が
、

再
推
薦
し
た
い
と
し
て
、
人
権

擁
護
委
員
法
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
に
意
見
を
求
め
ら
れ
た
も

の
で
、
推
薦
に
つ
き
全
員
一
致

で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

▽
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
＝
人
権
擁
護
委
員
の
服
部
覚

さ
ん
が
、
本
年
６
月
30
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
が
、

再
推
薦
し
た
い
と
し
て
、
人
権

擁
護
委
員
法
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
に
意
見
を
求
め
ら
れ
た
も

の
で
、
推
薦
に
つ
き
全
員
一
致

で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
制
定

▽
館
林
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援

条
例
＝
犯
罪
被
害
者
等
に
対
す

る
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
被
害
者
等

が
受
け
た
被
害
の
早
期
回
復
等

を
図
り
、
市
民
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
本
条
例
を

制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
改
正

▽
館
林
市
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
＝
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
用
語
の

追
加
及
び
修
正
を
行
う
た
め
、

多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

▽
館
林
市
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指

定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

▽
館
林
市
指
定
介
護
予
防
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並

び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▽
館
林
市
指
定
居
宅
介
護
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

＝
以
上
、４
議
案
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
関
連
す
る
国
の
基

準
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
事
業

所
の
運
営
規
程
の
概
要
等
の
重

要
事
項
に
つ
い
て
、
書
面
掲
示

本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
職
員
の
退
職
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
＝
国
立
大
学
法
人
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
条
ず
れ
に

対
応
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

▽
館
林
市
公
園
競
技
施
設
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

＝
城
沼
総
合
体
育
館
の
空
調
設

備
設
置
に
よ
る
光
熱
水
費
等
の

負
担
増
に
対
応
す
る
た
め
、
同

体
育
館
の
使
用
料
の
額
を
改
定

す
る
ほ
か
、
所
要
の
改
正
を
行

う
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
※
本
案
は
総
務
文
教
常
任
委

員
会
に
お
い
て
、
賛
成
少
数
で

否
決
す
べ
き
も
の
と
議
決
さ
れ

て
い
ま
す
。）

▽
館
林
市
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
＝
主
に
、

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度

ま
で
の
保
険
料
率
を
改
定
す
る

た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
賛
成

に
加
え
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の

掲
載
及
び
公
表
を
事
業
者
に
義

務
づ
け
る
な
ど
、
所
要
の
改
正

を
行
う
た
め
、
本
条
例
の
一
部

を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

４
議
案
と
も
、
全
員
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
追
加
議
案

▽
館
林
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
＝
地
方
税
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
い
、
能
登
半
島
地
震
災
害
に

よ
り
、
家
財
等
の
資
産
に
生
じ

た
損
失
金
額
を
令
和
６
年
度
個

人
市
民
税
に
お
い
て
、
雑
損
控

除
の
適
用
対
象
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
特
例
を
設
け
る
た
め
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
議
案

▽
群
馬
県
市
町
村
公
平
委
員
会

共
同
設
置
規
約
の
変
更
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て
＝
群
馬
県
市

町
村
公
平
委
員
会
を
共
同
設
置

す
る
団
体
間
に
お
い
て
、
共
同

設
置
規
約
を
変
更
す
る
協
議
を

行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の

議
決
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
、
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常
任
委
員
会
の
審
査
報
告

令
和
６
年
度
予
算

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

の
総
額
は
、
３
年
連
続
で
過
去

最
大
と
な
る
３
０
８
億
５
０
０

０
万
円
、
前
年
度
比
３
・
５
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
務
文
教

　

付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
議
案

５
件
で
、
館
林
市
個
人
番
号
の

利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提

供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
、
館
林
市
犯
罪
被

害
者
等
支
援
条
例
、
城
沼
総
合

体
育
館
空
調
設
備
等
改
修
工
事

請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
、

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
４
議
案

は
、
採
決
の
結
果
、
全
員
一
致

を
も
っ
て
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
議
決
さ
れ
、

館
林
市
公
園
競
技
施
設
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、

賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
す
べ
き

も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
福
祉

　

ま
た
、
特
別
会
計
（
下
水
道

事
業
会
計
を
含
む
４
会
計
）
予

算
の
総
額
は
、
１
８
９
億
２
５

９
２
万
５
０
０
０
円
、
前
年
度

比
２
・
６
％
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
４
ペ

ー
ジ
に
掲
載
）

　

付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
議
案

５
件
で
、
館
林
市
介
護
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ

り
、
館
林
市
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
、
館
林
市
指
定
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並

び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方

法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、

館
林
市
指
定
介
護
予
防
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び

に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係

る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
、
館
林
市
指
定
居
宅

介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
、
以
上
の
４
議
案
に
つ
い
て

は
、
全
員
一
致
を
も
っ
て
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
建
設

　

付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
市
道

８
５
０
５
号
線
橋
梁
下
部
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、

大
志
辺
跨
線
橋
補
修
工
事
基
本

協
定
の
締
結
に
つ
い
て
の
議
案

２
件
で
、
採
決
の
結
果
、
２
議

案
と
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
緑
の
ま
ち
推
進
課
よ

り
、
館
林
市
緑
の
基
本
計
画
策

定
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
議
会
か
ら
推
薦

す
る
各
種
委
員
会
等
委
員
の
う

ち
、
館
林
市
労
使
教
育
委
員
会

委
員
に
川
村
幸
人
議
員
を
館
林

市
都
市
計
画
審
議
会
委
員
に
川

村
幸
人
議
員
、
池
森
の
り
子
議

員
を
選
出
し
ま
し
た
。

▽
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を

定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
＝
市
内

中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
中
の

事
故
に
関
し
、
損
害
賠
償
の
額

を
定
め
、
相
手
方
と
和
解
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決

を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
、
全
員

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算

▽
令
和
５
年
度
館
林
市
一
般　

会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
＝

（
全
員
一
致
で
可
決
）

▽
令
和
５
年
度
館
林
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
＝
（
全
員
一
致
で

可
決
）

議
員
提
出
議
案

▽
館
林
市
議
会
議
員
の
請
負
の

状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
＝

本
市
議
会
議
員
が
本
市
に
対
し

請
負
を
す
る
者
等
で
あ
る
場
合
、

そ
の
請
負
状
況
を
公
表
す
る
こ

と
等
に
よ
り
、
透
明
性
を
確
保

し
、
も
っ
て
議
会
の
運
営
の
公

正
及
び
事
務
の
執
行
の
適
正
を

図
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
全
員
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
市
道
８
５
０
５
号
線
橋
梁
下

部
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
＝
市
道
８
５
０
５
号
線
の

新
設
に
伴
い
、
橋
梁
の
設
置
工

事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
に
当

た
り
、
議
会
の
議
決
に
付
す
べ

き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は

処
分
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に

よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
ら

れ
た
も
の
で
、
全
員
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
大
志
辺
跨
線
橋
補
修
工
事
基

本
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
＝
大

志
辺
跨
線
橋
の
老
朽
化
に
対
応

す
る
た
め
施
工
す
る
補
修
工
事

の
基
本
協
定
を
締
結
す
る
に
当

た
り
、
議
会
の
議
決
に
付
す
べ

き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は

処
分
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に

よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
ら

れ
た
も
の
で
、
全
員
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
城
沼
総
合
体
育
館
空
調
設
備

等
改
修
工
事
請
負
契
約
の
変
更

に
つ
い
て
＝
当
初
の
設
計
と
現

況
と
の
相
違
に
よ
る
設
計
の
変

更
等
に
伴
い
、
契
約
金
額
を
変

更
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を

求
め
ら
れ
た
も
の
で
、
全
員
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。



（6．5．1）　　　館林市議会だより （4）

予 算 特 別 委 員 会予 算 特 別 委 員 会
　３月４日の本会議において、予算審査の重要性にかんがみ、議員全員による予算特別委員会を設置。令和６
年度一般会計予算をはじめ、３つの特別会計予算、下水道事業会計予算が付託され、11日・12日・14日の３
日間にわたり審査が行われました。審査の結果は、一般会計予算及び特別会計予算は賛成多数で、下水道事業
会計予算は全員一致で、それぞれ原案のとおり可決すべきものと議決されました。

『危機対応能力が高く　良好な生活環境で暮らせる　安全安心なまち』
　非常用品の計画的な備蓄に加え、トイレ用テントや非常用
トイレセットなどの避難所備品類の充実を図るほか、自主防
災組織を引き続き支援するとともに、防災情報伝達システム
を活用し、地域における防災力の向上に努めていきます。ま
た、地域における防犯対策として、行政区が設置する防犯カ
メラの設置費用を補助し、安全安心なまちづくりを推進して
いきます。さらに、電気自動車充放電システムの設置費用を
補助するなど、たてばやし５つのゼロ宣言に基づく施策を推
進していきます。

『地域で支え合い　生涯健康で暮らせる　幸福感の高いまち』
　高校生世代までの医療費無料化を引き続き実施し、子育て
支援を推進するほか、生活困窮者自立支援事業を実施し、生
活に困窮されている方に対し、早期の自立促進を図るととも
に、支えあう地域づくりを推進していきます。また、緊急通
報装置の設置や介護慰労金の支給を引き続き実施し、高齢者
の在宅生活を支援していきます。さらに、50歳以上の方を
対象とした帯状疱疹ワクチン接種費用の一部を助成するなど、
予防接種事業の推進に努めていきます。

『育てる幸せを感じ　生涯にわたり互いに学び続ける　家庭と文化を築くまち』
　南こども園の新築工事を実施し、引き続き認定こども園化
を推進するほか、妊婦初回産科受診料を助成し、妊婦の状況
を早期に把握し必要な支援につなげるとともに、妊娠・出産
包括支援事業において、子育て支援誕生祝品の給付や産後ケ
ア事業の利用料を無料化するなど、安心して子どもを産み育
てられる環境づくりを推進していきます。また、新たに中学
３年生の学校給食費を無料化するとともに、学校給食の食材
費高騰に対応するため、１食当たり30円分を補填するなど、
子育て世代の経済的支援及び少子化対策に努めます。また、
ダノン城沼アリーナの空調設備等改修工事、エレベーター設
置工事の設計などを実施し、公共施設の整備を推進していき
ます。さらに、日本遺産推進事業において、引き続き「里沼」
を生かした体感型の事業を展開するほか、来訪者の満足度向
上と回遊性強化を図るため、「里沼」来訪者数を調査・検証す
るなど、シビックプライドの醸成、ブランド力向上及び交流・
定住人口の増加を図っていきます。

『都市と自然が調和し　人と産業が躍動する　魅力あるまち』
　企業誘致と市内企業の活性化による税収、定住人口の増加
を図るため、引き続き産業団地等の整備に取り組むほか、ほ
場整備による農地の大区画化、担い手への集積・集約化を図
るため、地域の農業者や関係機関との連携・協議を推進して
いきます。また、UIターン支援奨励金及び定住新卒就職者
奨励金において、奨学金の返還金の一部補助を追加し、若者
の市内企業への就職を促進するほか、企業紹介ガイドブック
を作成し、雇用の確保と安定、及び定住促進に努めていきま
す。また、デジタル地域通貨発行事業において、登録店紹介
キャンペーンを実施し、利用者の利便性の向上と地域経済の
活性化を図るほか、小規模事業者経営改善資金利子補給金を
創設し、中小企業等の経営の安定化を支援していきます。さ
らに、市内生活路線である（仮称）渡瀬東西線を整備し、地
域公共交通計画に基づくまちづくりと連携した持続可能な公
共交通ネットワークの再構築を推進するほか、都市再生整備
計画に基づいた太陽の園改修工事や、官民連携によるエリア
プラットフォームを構築し、まちなかのにぎわいと活性化を
図り、ウォーカブルなまちづくりに取り組むとともに、まち
づくりマネジメント法人へ運営費を補助し、官民連携による
公的不動産を活用した市街地推進に努めていきます。

『公民連携を推進し　地域経営の視点を持つ　持続可能なまち』
　市制施行70周年を記念して、記念式典をはじめ、向井千
秋記念子ども科学館特別企画事業などの記念事業を実施しま
す。また、移住定住ウェルカム支援金を創設するとともに、
わくわく地方生活実現支援金や市有地活用移住定住支援金、
定住促進通学支援金、館林ライフスタートアップ支援金を引
き続き支給し、移住定住の促進を図っていきます。また、ふ
るさと納税制度を活用し、自主財源の確保に努めるとともに、
本市の特産品を返礼することにより地域振興を図っていきま
す。さらに、書かない窓口システムの導入と庁舎１階の窓口
レイアウトを変更し、全ての市民にとって簡単・便利・親切
な窓口サービスの提供に取り組むほか、高齢者などを対象と
したスマートフォン教室を引き続き実施し、デジタル機器・
サービスの活用を支援するとともに、公式LINEなどによる
申請手続や情報発信の充実を図るなど、デジタル化による行
政サービスの向上に努めていきます。

市長の提案説明による主要な施策

令和６年度一般会計予算

令和６年度特別会計予算

歳　　　入 歳　　　出
項　目 予算額（千円） 構成比(%) 項　目 予算額（千円） 構成比(%)

市 　 税 11,483,845   37.2 総　務　費 2,689,747     8.7
地方交付税 3,230,000  10.5 民　生　費 11,293,355  36.6
国庫支出金 4,272,091   13.8 衛　生　費 4,060,796   13.2
県 支 出 金 2,074,763    6.7 商　工　費 1,796,024    5.8
繰　入　金 2,733,784  8.9 土　木　費 3,473,010  11.3
諸　収　入 1,629,130 5.3 教　育　費 3,559,359  11.5
市　　　債 1,822,800    5.9 公　債　費 2,222,969    7.2
そ　の　他 3,603,587   11.7 そ　の　他 1,754,740    5.7
計 30,850,000 100.0 計 30,850,000 100.0

会　計　別 予算額（千円）
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 8,039,273
介 護 保 険 特 別 会 計 6,951,427
後期高齢者医療特別会計 1,285,240

下水道事業会計 収益的支出 1,525,127
資本的支出 　1,124,858

一般会計予算は
３年連続で過去最大となる

総額３０８億５０００万円
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議席番号

議 員 名

　議案等名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

結果
小
林
但
弥

池
森
の
り
子

飯
島
一
志

岡
野
陽
子

堀
口
き
く
枝

岩
上
博
志

野
本
泰
生

田
辺
純
子

柴
田
　
信

平
井
玲
子

川
村
幸
人

渋
谷
理
津
子

権
田
昌
弘

斉
藤
貢
一

篠
木
正
明

吉
野
高
史

遠
藤
重
吉

野
村
晴
三

諮　問
第１号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 推薦に

つき同意
諮　問
第２号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 推薦に

つき同意
議　案
第３号

群馬県市町村公平委員会共同設置規約の変更に関
する協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第４号

館林市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に
関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第５号

館林市職員の退職手当に関する条例の一部を改正
する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第６号 館林市公園競技施設管理条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ― ● ● ● ○ ○ 原案

可決
議　案
第７号 館林市犯罪被害者等支援条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第８号 館林市介護保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ― ● ● ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第９号

館林市指定地域密着型サービスの事業の人員、設
備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議　案
第10号

館林市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人
員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防
サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議　案
第11号

館林市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営
並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のため
の効果的な支援の方法に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議　案
第12号

館林市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第13号 市道8505号線橋梁下部工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第14号 大志辺跨線橋補修工事基本協定の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第15号

城沼総合体育館空調設備等改修工事請負契約の変
更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第16号 和解及び損害賠償の額を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第17号 令和５年度館林市一般会計補正予算（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第18号

令和５年度館林市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第19号 令和６年度館林市一般会計予算 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ― ● ● ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第20号 令和６年度館林市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ― ○ ● ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第21号 令和６年度館林市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ― ● ● ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第22号 令和６年度館林市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ― ○ ● ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第23号 令和６年度館林市下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第24号 館林市税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　員
提　出
議　案
第１号

館林市議会議員の請負の状況の公表に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

※権田昌弘議長は採決に加わりませんので「－」となっています。� 【○：賛成　●：反対】

スマートフォンやタブレットからも視聴できます！

市議会のH
ホームページ

P をぜひご覧ください
https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/li/gikai/index.html 市議会トップページ➡

⬅ライブ＆録画映像配信はこちら
https://smart.discussvision.net/smart/tenant/tatebayashi/
WebView/rd/council.html
なお、各議員の質問の様子は次のページからの「二次元コード」
を読み取るとご覧になれます。

会議録の検索はこちら➡
https://ssp.kaigiroku.net/tenant/tatebayashi/pg/index.html
市議会だよりは、紙面の都合で本会議の要旨を掲載しています。

詳しくお知りになりたい場合は会議録をご覧ください。
※３月定例会の会議録は６月上旬頃掲載予定です。

令和６年第１回定例会 議員個人の賛否結果一覧表
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一
般
質
問

一
般
質
問

　
今
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
は
、
３
月
５
日
・
６
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
行
わ
れ
、
11
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
対
す
る
諸
問
題
に

つ
い
て
市
の
所
信
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
広
範
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
要
旨
を
掲
載
い

た
し
ま
す
。

�

（
本
文
は
質
問
者
本
人
の
責
任
を
も
っ
て
要
約
し
た
も
の
で
す
。）

３
月
５
日

飯島　一志 議員（６ページ）
○防災の取組、渡良瀬川及び利根川架橋促進協議会に
　ついて

堀口　きく枝 議員（７ページ）
○認知症への取組について

岩上　博志 議員（７ページ）
○�館林市第６次総合計画における子どもの健全育成の
　現状について

平井　玲子 議員（８ページ）
○道路の維持管理と市営住宅について

柴田　信 議員（８ページ）
○�多文化共生社会実現に向けた取組と農業振興に対する
取組について

岡野　陽子 議員（９ページ）
○新たなパンデミック等の危機管理とまちなか再生に
　向けた今後の取組について

３
月
６
日

篠木　正明 議員（９ページ）
○学校給食を食べられない子どもたちへの対応策について

池森　のり子 議員（10ページ）
○ペットとの共生と防災対策について

斉藤　貢一 議員（10ページ）
○少子高齢化社会の今後について

田辺　純子 議員（11ページ）
○不登校児童生徒の居場所づくりについて

吉野　高史 議員（11ページ）
○�市長就任から３年、選挙公約の今見えてきた
　多くの課題について

防
災
の
取
組
、
渡
良
瀬
川
及
び

利
根
川
架
橋
促
進
協
議
会
に
つ
い
て

飯
島
　
一
志 

議
員

質 

問
広
域
避
難
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答 

弁
事
前
に
避
難
す
る
先
の

情
報
収
集
を
行
い
、
安
全
を
確

認
し
た
上
で
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
避
難
す
る
か
を
普
段
か
ら

意
識
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に

分
散
避
難
に
つ
い
て
も
検
討
い

た
だ
く
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の

方
の
安
全
が
確
保
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

質 

問
避
難
所
確
保
に
向
け
た

対
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
を
伺
い
ま
す
。

答 

弁
当
該
市
町
村
の
み
に
よ

る
相
対
協
議
だ
け
で
は
困
難
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
国
や

都
道
府
県
等
上
位
機
関
を
含
め

た
大
枠
で
検
討
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
国
及
び
県
へ
の
働

き
か
け
を
行
う
と
と
も
に
、
広

域
避
難
の
体
制
整
備
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質 
問
本
市
の
自
主
防
災
組
織

の
設
置
状
況
は
ど
の
く
ら
い
な

の
か
伺
い
ま
す
。

答 

弁
市
内
66
行
政
区
の
う
ち

62
の
行
政
区
に
お
い
て
組
織
が

設
置
さ
れ
、
設
置
率
は
93
・
９

と
な
っ
て
い
ま
す
。

質 

問
組
織
活
性
化
に
向
け
た

支
援
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

弁
現
在
ま
で
に
、
自
主
防

災
組
織
等
に
よ
る
計
画
策
定
の

サ
ポ
ー
ト
、
防
災
訓
練
に
お
け

る
費
用
へ
の
補
助
、
市
が
備
蓄

し
て
い
る
保
存
水
や
非
常
食
の

有
効
活
用
と
し
た
防
災
啓
発
品

の
提
供
、
市
職
員
に
よ
る
防
災

講
話
の
実
施
な
ど
、
必
要
と
さ

れ
る
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

質 

問
広
域
避
難
を
考
え
る
上

で
も
、
橋
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
架
橋

促
進
協
議
会
の
設
立
の
背
景
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 
弁
広
域
的
な
経
済
圏
と
し

て
の
発
展
だ
け
で
な
く
、
防
災

面
と
し
て
の
広
域
避
難
経
路
の

確
保
、
他
県
間
の
応
援
・
受
援

態
勢
の
確
立
な
ど
が
期
待
で
き

る
も
の
と
さ
れ
、
平
成
10
年
に

本
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
現
在

の
構
成
市
町
は
、
本
市
、
佐
野

市
、
羽
生
市
及
び
明
和
町
で
す
。

要 

望
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
り
、
国
も
含
め
た
期
成

同
盟
が
早
期
に
実
現
し
、
新
橋

の
新
設
が
本
市
と
近
隣
自
治
体

の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が
る

架
け
橋
に
な
る
こ
と
を
強
く
要

望
し
ま
す
。
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認
知
症
へ
の
取
組
に
つ
い
て

館
林
市
第
６
次
総
合
計
画
に
お
け
る

子
ど
も
の
健
全
育
成
の
現
状
に
つ
い
て

堀
口
　
き
く
枝 

議
員

岩
上
　
博
志 

議
員

質 

問
２
０
２
５
年
に
は
65
歳

以
上
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症

に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
１
月
１
日
に
認
知
症
基
本

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

概
要
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

弁
認
知
症
の
人
が
自
身
の

尊
厳
と
希
望
を
持
ち
な
が
ら
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
作
る

た
め
の
法
律
で
、
基
本
理
念
は

質 

問
放
課
後
児
童
対
策
の
現

状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

弁
す
べ
て
の
小
学
校
区
に

民
間
運
営
の
17
ク
ラ
ブ
20
支

援
を
開
設
し
て
お
り
、
受
入
児

童
数
に
つ
い
て
は
、
１
支
援
あ

た
り
40
人
程
度
で
あ
り
、
現
在

の
総
数
は
８
４
４
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
各
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
で
は
、
児
童
の
安
全
・
安
心

認
知
症
へ
の
正
し
い
理
解
の
普

及
、
適
切
な
保
健
医
療
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
家
族
へ
の

支
援
、
認
知
症
の
人
を
含
む
誰

も
が
相
互
に
支
え
合
う
共
生
社

会
の
実
現
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

要 
望
地
方
自
治
体
で
は
努
力

義
務
で
あ
る
認
知
症
施
策
推
進

計
画
の
策
定
へ
の
取
組
を
要
望

し
ま
す
。

な
居
場
所
づ
く
り
に
努
め
て
い

ま
す
。

質 

問
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

待
機
児
童
の
状
況
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答 

弁
令
和
５
年
10
月
に
実

施
し
た
調
査
の
結
果
で
は
、
待

機
児
童
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
で
、
利
用
希
望
が
多
い
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、

質 

問
認
知
症
予
防
へ
の
本
市

の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

弁
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
運
動
を
中
心
と
し
た
元

気
は
つ
ら
つ
ひ
ろ
ば
や
脳
ト
レ

が
中
心
の
脳
活
ひ
ろ
ば
等
、
市

内
各
所
で
住
民
主
体
の
通
い
の

場
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

要 

望
予
防
の
た
め
に
、
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

の
活
用
の
推
進
と
ス
マ
ホ
を
活

用
し
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
歩
数
が

ポ
イ
ン
ト
付
与
さ
れ
る
健
康
ア

プ
リ
の
推
進
を
要
望
し
ま
す
。

質 

問
認
知
症
の
方
へ
の
支
援

職
員
配
置
や
事
故
防
止
な
ど
の

対
応
を
踏
ま
え
、
な
る
べ
く
希

望
者
の
意
向
に
沿
え
る
よ
う
受

入
れ
を
調
整
し
て
い
ま
す
。
待

機
児
童
と
受
入
れ
過
多
は
切
り

離
せ
な
い
難
し
い
問
題
で
す
が
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
側
と
の
連

絡
調
整
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

質 

問
保
育
料
の
軽
減
措
置
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

弁
低
所
得
者
や
ひ
と
り
親

の
家
庭
を
対
象
に
、
４
つ
の
項

目
を
設
け
、
月
３
０
０
０
円
を

上
限
に
し
た
保
育
料
の
軽
減
措

置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

弁
市
内
４
か
所
の
高
齢
者

あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー
に
認

知
症
地
域
支
援
推
進
員
を
配
置

し
相
談
に
随
時
応
じ
る
こ
と
や
、

初
期
の
方
へ
の
支
援
と
し
て
、

医
師
を
中
心
と
し
た
多
職
種
連

携
の
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ

ー
ム
に
よ
る
医
療
、
介
護
な
ど

の
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
ぐ

取
組
と
認
知
症
カ
フ
ェ
を
毎
月

２
回
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
認

知
症
の
方
や
家
族
を
見
守
る
応

援
者
を
増
や
す
た
め
に
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

要 

望
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と

の
な
い
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、

特
に
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

方
へ
の
支
援
の
手
を
今
後
も
お

願
い
し
ま
す
。

質 

問
本
市
の
共
生
社
会
実
現

へ
の
展
望
を
伺
い
ま
す
。

答 

弁
認
知
症
へ
の
理
解
が
深

ま
る
よ
う
周
知
啓
発
に
取
り
組

み
、
民
生
委
員
を
は
じ
め
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
警
察
、

介
護
事
業
所
等
と
連
携
し
、支

援
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

質 

問
放
課
後
子
ど
も
教
室
の

現
状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

弁
令
和
５
年
度
現
在
、
三

野
谷
公
民
館
・
第
七
小
学
校
、

西
公
民
館
・
第
十
小
学
校
、
渡

瀬
公
民
館
・
第
九
小
学
校
の
３

地
区
で
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

と
の
連
携
に
よ
り
実
施
し
て
い

ま
す
。
放
課
後
子
ど
も
教
室
の

実
施
時
間
及
び
方
法
は
二
部
制

で
行
っ
て
お
り
、
第
一
部
は
学

校
の
授
業
が
５
校
時
で
終
了
す

る
低
学
年
の
児
童
を
主
な
対
象

と
し
、
学
校
の
宿
題
、
自
主
勉

強
、
自
由
遊
び
の
見
守
り
を
行

い
、
第
二
部
は
高

学
年
の
児
童
が
加

わ
り
、
全
員
が
揃

っ
た
段
階
で
仕
切

り
直
し
て
教
室
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
方
々
が
主
体
と

な
っ
て
実
施
す
る
地
域
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
保

護
者
の
費
用
負
担
は
原
則
あ
り

ま
せ
ん
。今
後
の
課
題
と
し
て
、

地
域
住
民
へ
の
周
知
を
図
る
と

同
時
に
、
指
導
者
等
の
人
材
確

保
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

要 

望
人
材
確
保
を
早
急
に
お

願
い
し
た
い
。
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道
路
の
維
持
管
理
と
市
営
住
宅
に
つ
い
て

多
文
化
共
生
社
会
実
現
に
向
け
た
取
組

と
農
業
振
興
に
対
す
る
取
組
に
つ
い
て

平
井
　
玲
子 

議
員

柴
田
　
信 

議
員

 

道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て 

質 

問
道
路
河
川
課
に
寄
せ
ら

れ
る
通
報
や
要
望
の
件
数
は
。

答 

弁
過
去
３
年
間
の
平
均
、

年
間
１
０
０
０
件
前
後
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

質 

問
館
林
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ア
プ
リ
の
導
入
で
、
通
報
手
段

が
増
え
ま
し
た
。
通
報
実
績
は
。

答 

弁
令
和
５
年
10
月
か
ら
受

質 

問
本
市
に
お
け
る
「
多
文

化
共
生
社
会
実
現
に
向
け
た
取

組
」
に
つ
い
て
問
う
。

答 

弁
本
市
在
住
の
外
国
人
住

民
の
数
は
、
本
年
１
月
１
日
現

在
３
５
８
８
人
で
、
前
年
比
プ

ラ
ス
４
９
３
人
と
な
り
、
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
多
文
化
共

生
社
会
実
現
に
向
け
た
取
組
に

つ
い
て
で
す
が
、
館
林
市
国
際

付
を
開
始
、
令
和
６
年
２
月
26

日
時
点
で
18
件
の
通
報
が
あ
り

ま
し
た
。

質 

問
本
市
で
、
道
路
の
維
持

管
理
に
包
括
的
民
間
委
託
を
導

入
す
る
場
合
、
問
題
点
や
課
題

点
は
。

答 
弁
ど
こ
の
自
治
体
も
維

持
管
理
業
務
に
関
し
て
市
民
ニ

ー
ズ
の
対
応
に
苦
労
し
て
お

交
流
協
会
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
様
々
な
取
組
を
進
め
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
市
内
３
か

所
で
の
日
本
語
教
室
の
開
設
や

外
国
人
の
子
ど
も
た
ち
の
学
習

等
の
支
援
を
目
的
と
し
た
教
室

「
ス
タ
デ
ィ
ル
ー
ム
」
の
開
設
、

日
本
語
能
力
試
験
の
受
験
料
の

一
部
を
補
助
す
る
制
度
の
創
設

が
あ
り
ま
す
。

り
、
今
後
も
現
行
体
制
で
持
続

可
能
か
ど
う
か
、
ま
た
建
設
業

界
は
従
業
員
の
高
齢
化
や
後
継

者
の
確
保
が
課
題
で
、
業
務
そ

の
も
の
の
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
て

お
り
、
双
方
の
意
見
の
マ
ッ
チ

ン
グ
が
大
き
な
課
題
で
す
。

要 

望
地
域
に
お
け
る
建
設
業

は
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
の
担

い
手
で
あ
り
、
と
り
わ
け
災
害

時
に
は
地
域
を
守
る
極
め
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
元
の
業
者
の
意
見
を

し
っ
か
り
聞
き
、
連
携
を
深
め

な
が
ら
、
道
路
の
維
持
管
理
業

　

ま
た
、
昨
年
度
よ
り
、
ロ
ヒ

ン
ギ
ャ
の
方
々
か
ら
、
地
域
社

会
に
貢
献
し
た
い
と
の
申
出
を

受
け
て
、
駅
前
広
場
や
竜
の
井

広
場
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
語
学
力
向
上
と
国

際
感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的
と

し
た
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
も
、

令
和
６
年
度
か
ら
再
開
す
る
予

定
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
現
在
、
本
市
の

小
中
学
校
に
は
、
17
か
国
２
１

９
名
の
外
国
籍
児
童
生
徒
が
在

籍
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

務
の
質
を
確
保
し
た
上
で
、
業

務
の
効
率
を
向
上
さ
せ
る
取
組

で
あ
る
包
括
的
民
間
委
託
の
導

入
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

 

市
営
住
宅
に
つ
い
て 

質 

問
入
居
条
件
で
あ
る
連
帯

保
証
人
を
廃
止
す
る
考
え
は
。

答 

弁
現
時
点
で
は
廃
止
の
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質 

問
共
益
費
を
市
が
家
賃
と

一
緒
に
徴
収
で
き
な
い
か
。

答 

弁
群
馬
県
で
は
住
宅
供
給

公
社
が
管
理
人
に
代
わ
り
集
金

し
、
公
益
事
業
者
へ
支
払
い
ま

で
行
う
管
理
モ
デ
ル
事
業
を
試

れ
の
児
童
生
徒
に
個
別
の
指
導

計
画
を
作
成
し
た
上
で
、
指
導

や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
担
当
す
る
教
員
等
の
数

が
十
分
で
な
い
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

質 

問
本
市
に
お
け
る「
農
業
振

興
に
対
す
る
取
組
」
に
つ
い
て

問
う
。

答 

弁
野
辺
地
区
の
ほ
場
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
、
換
地
計
画

の
原
案
が
完
成
し
、
現
在
、
地

権
者
へ
個
別
に
換
地
計
画
の
説

明
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

整
備
工
事
は
、
令
和
６
年
度
か

行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
推
移
を
み
な
が
ら
検
討
を
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

要 

望
連
帯
保
証
人
制
度
の
廃

止
と
、
共
益
費
に
つ
い
て
は
家

賃
と
一
緒
に
徴
収
す
る
方
向
で

検
討
を
進
め
て
い
た
だ
け
る
よ

う
要
望
し
ま
す
。

ら
９
年
度
ま
で
の
４
年
間
、
稲

作
に
影
響
が
な
い
11
月
か
ら
３

月
を
目
安
に
行
う
予
定
で
す
。

　

大
島
地
区
に
つ
い
て
は
、
地

元
土
地
改
良
準
備
委
員
会
を
中

心
に
営
農
計
画
の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

本
市
の
農
業
振
興
を
図
る
に

は
、
農
業
従
事
者
の
確
保
が
重

要
と
考
え
て
お
り
、
新
規
就
農

を
希
望
す
る
方
に
は
、
就
農
説

明
会
や
体
験
会
を
行
う
と
と
も

に
、
国
や
市
の
補
助
事
業
を
活

用
し
、
経
営
開
始
及
び
経
営
の

定
着
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
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新
た
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
等
の
危
機
管
理
と

ま
ち
な
か
再
生
に
向
け
た
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

学
校
給
食
を
食
べ
ら
れ
な
い

子
ど
も
た
ち
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て

岡
野
　
陽
子 

議
員

篠
木
　
正
明 

議
員

質 

問
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
実
施
し
て
学
ん
だ
こ
と

を
新
た
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
あ

っ
た
場
合
に
、
ど
の
よ
う
に
生

か
し
て
い
く
の
か
。

答 

弁
平
時
よ
り
医
師
会
等
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
る
と
と

も
に
、
市
職
員
全
体
で
対
応
し

た
経
験
を
生
か
し
迅
速
に
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

質 

問
学
校
給
食
に
は
、
食
事

の
提
供
だ
け
で
な
く
、
食
育
の

教
材
、学
校
生
活
を
豊
か
に
し
、

明
る
い
社
交
性
や
協
同
の
精
神

を
養
う
な
ど
の
役
割
が
あ
り
ま

す
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
や
宗
教

上
の
理
由
で
通
常
の
学
校
給
食

を
食
べ
ら
れ
な
い
児
童
生
徒
に

も
食
育
や
明
る
い
社
交
性
や
協

同
の
精
神
を
養
う
こ
と
を
保
障

質 

問
日
本
で
承
認
さ
れ
た

「
レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
」
は

発
が
ん
性
や
、
接
種
者
か
ら
未

接
種
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
感
染
を

指
摘
す
る
専
門
家
が
い
ま
す
。

安
全
性
の
担
保
は
。

答 
弁
今
後
、
変
異
し
た
新
た

な
株
に
対
応
し
た
ワ
ク
チ
ン
の

臨
床
試
験
が
進
み
、
今
年
の
秋

冬
接
種
へ
の
実
用
化
を
目
指
す

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
の
現

状
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

答 

弁
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

食
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
卵
の

除
去
食
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
か
ら
は
乳
の
除
去

食
を
追
加
す
る
予
定
で
す
。
調

理
等
を
委
託
し
て
い
る
事
業
者

と
の
契
約
で
は
最
大
７
品
目
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
国

か
ら
の
情
報
を
注
視
し
ま
す
。

質 

問
緊
急
時
に
国
が
地
方
自

治
体
に
必
要
な
指
示
を
行
え
る

特
例
を
盛
り
込
ん
だ
「
地
方
自

治
法
改
正
案
」
が
閣
議
決
定
さ

れ
た
が
、
市
長
の
見
解
は
。

答 

弁
国
会
の
動
向
を
注
視
し
、

今
回
の
法
改
正
に
よ
り
国
の
サ

ポ
ー
ト
を
得
な
が
ら
迅
速
に
対

応
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
、
市
民
の
安
全
を
確
保

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

要 

望
こ
の
改
正
案
は
、
緊
急

事
態
に
地
方
自
治
体
が
自
ら
動

除
去
食
に
対
応
で
き
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
７
品
目
の
う
ち
、

そ
ば
と
落
花
生
は
使
用
を
控
え

て
い
ま
す
。
小
麦
、
エ
ビ
、
カ

ニ
に
つ
い
て
は
、
対
応
品
目
の

拡
大
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

質 

問
対
応
品
目
を
拡
大
す
る

上
で
の
課
題
は
何
で
す
か
。

答 

弁
万
全
な
体
制
を
整
え
る

人
材
確
保
や
調
理
場
の
問
題
等

の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

質 

問
宗
教
上
の
理
由
で
給
食

を
食
べ
ら
れ
な
い
児
童
生
徒
は

何
人
い
ま
す
か
。

け
ず
、
政
府
の
指
示
待
ち
に
な

る
可
能
性
や
感
染
症
危
機
に
お

け
る
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
、
ま
た
、

「
レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
」
の

強
制
接
種
と
い
っ
た
危
険
性
を

は
ら
ん
で
い
る
こ
と
を
多
く
の

市
民
が
知
る
べ
き
で
あ
る
し
、

市
長
に
は
、
自
治
体
の
首
長
と

し
て
国
と
地
方
の
対
等
な
関
係

が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
強
く
要
望
し
ま
す
。

質 

問
館
林
市
ま
ち
な
か
に
ぎ

わ
い
再
生
方
針
の
策
定
経
緯
は
。

答 

弁
第
６
次
総
合
計
画
、
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
立

地
適
正
化
計
画
の
も
と
、
館
林

駅
を
中
心
に
、
歩
い
て
楽
し
め

る
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
を
目

指
し
再
生
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

質 

問
中
央
通
り
線
拡
幅
工
事

の
今
後
の
事
業
計
画
は
。

答 

弁
全
体
事
業
費
は
45
億
円

で
、
今
後
も
引
き
続
き
用
地
買

収
を
行
い
、
来
年
度
よ
り
、
用

地
買
収
完
了
区
間
に
お
い
て
共

同
溝
工
事
に
入
る
予
定
で
す
。

要 

望
市
民
は
期
待
す
る
反
面
、

財
政
的
支
出
を
不
安
視
す
る
声

な
ど
も
聞
か
れ
ま
す
。
事
業
の

可
視
化
を
要
望
し
ま
す
。

答 

弁
宗
教
上
の
理
由
で
給
食

を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
牛
乳
な
ど

の
一
部
提
供
と
な
り
、
学
校
給

食
費
を
減
額
し
て
い
る
児
童
生

徒
は
１
０
４
名
で
す
。

質 

問
宗
教
上
の
理
由
で
学
校

給
食
を
食
べ
ら
れ
な
い
児
童
生

徒
に
は
、
牛
乳
だ
け
の
提
供
や

弁
当
持
参
し
か
対
応
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
か
。

答 

弁
食
材
や
調
味
料
が
記
載

さ
れ
て
い
る
詳
細
献
立
で
の
対

応
が
実
現
可
能
か
、
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質 

問
当
事
者
が
共
同
で
対
応

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

問
題
は
費
用
で
す
。
ハ
ラ
ー
ル

給
食
に
対
応
し
た
食
材
を
使
用

す
る
と
給
食
費
程
度
で
は
で
き

ま
せ
ん
。
不
足
分
を
市
が
補
助

す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答 

弁
ハ
ラ
ー
ル
給
食
の
提
供

は
実
現
の
可
能
性
は
低
い
と
い

う
の
が
現
状
で
す
。
当
事
者
が

給
食
費
相
当
の
経
費
で
ハ
ラ
ー

ル
弁
当
を
調
達
す
る
の
は
難
し

い
と
思
い
ま
す
が
、
差
額
の
補

助
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
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ペ
ッ
ト
と
の
共
生
と
防
災
対
策
に
つ
い
て

少
子
高
齢
化
社
会
の
今
後
に
つ
い
て

池
森
　
の
り
子 

議
員

斉
藤
　
貢
一 

議
員

 

ペ
ッ
ト
と
の
共
生
に
つ
い
て 

質 

問
飼
い
犬
の
管
理
な
ど
は

ど
の
部
署
で
担
当
し
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

答 

弁
地
球
環
境
課
が
群
馬
県

獣
医
師
会
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
そ
の
事
務
と
周
知
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質 

問
本
市
で
登
録
さ
れ
て
い

る
飼
い
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射

質 

問
総
合
戦
略
基
本
目
標
３

の
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
に
つ

い
て
、
７
指
標
あ
る
が
、
執
行

率
が
14
・
３
％
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

弁
子
育
て
支
援
等
、
人
口

減
少
対
策
に
係
る
取
組
の
さ
ら

な
る
推
進
が
必
要
と
考
え
、
今

後
、
多
く
の
予
算
を
投
じ
る
考

の
接
種
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答 

弁
本
市
の
接
種
率
は
、
令

和
４
年
度
が
60
・
５
％
で
、
全

国
平
均
の
70
・
９
％
と
比
べ
高

い
と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

質 
問
ペ
ッ
ト
へ
の
防
災
意
識

を
高
め
る
た
め
に
、
飼
い
主
向

け
災
害
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答 

弁
防
災
部
署
や
県
獣
医
師

え
で
す
。

質 

問
検
証
委
員
会
に
つ
い
て

も
、
以
前
か
ら
指
摘
し
て
い
た

よ
う
に
追
認
機
関
で
、
事
業
の

見
直
し
や
改
善
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
と
感
じ
る
が
、
今
後
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

弁
県
外
自
治
体
の
視
察
を

積
極
的
に
行
い
、
情
報
収
集
に

努
め
な
が
ら
、
今
後
も
事
業
の

会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

 

防
災
対
策
に
つ
い
て 

質 

問
災
害
時
に
必
要
と
な
る

物
資
の
備
蓄
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答 

弁
現
在
、
非
常
食
が
14
万

食
分
、
飲
料
水
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
で
備
蓄
す
る
な
ど
、
計
画
的

な
備
蓄
に
努
め
て
い
ま
す
。

質 

問
本
市
で
は
避
難
所
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

答 

弁
地
域
の
方
を
対
象
に
し

た
避
難
所
訓
練
は
、
こ
れ
ま
で

３
回
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。

質 

問
ペ
ッ
ト
と
の
同
行
避
難

改
善
に
努
め
ま
す
。

要 

望
検
証
委
員
会
に
つ
い
て

は
、
戦
略
会
議
の
進
め
方
、
資

料
の
提
出
の
仕
方
、
委
員
の
選

考
に
つ
い
て
、
再
度
検
討
し
て

い
く
べ
き
で
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
が

し
っ
か
り
働
く
体
制
作
り
を
お

願
い
し
ま
す
。

質 

問
結
婚
に
対
し
て
は
、
若

者
の
将
来
に
対
す
る
不
安
を
取

り
除
く
こ
と
が
重
要
で
す
が
、

経
済
的
な
問
題
と
し
て
、
非
正

規
雇
用
が
増
大
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
市
内
の
状
況
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
、
伺
い

ま
す
。

答 

弁
15
歳
以
上
の
非
正
規
雇

用
、
派
遣
、
パ
ー
ト
等
の
割
合

は
約
36
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質 

問
こ
の
数
字
を
し
っ
か
り

と
把
握
し
な
が
ら
、
事
業
者
だ

け
で
な
く
、
被
雇
用
者
の
補
助

に
も
力
を
入
れ
る
よ
う
希
望
し

ま
す
。
ま
た
、
単
身
高
齢
者
が

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
状
況
を

伺
い
ま
す
。

答 

弁
令
和
２
年
に
お
い
て
、

３
６
１
６
世
帯
で
、
一
般
世
帯

に
対
す
る
割
合
は
11
・
５
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

要 

望
単
身
高
齢
者
の
問
題
と

し
て
は
、
孤
独
死
や
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
や
す
い
等
、
色
々
な

問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
令
和
６
年
度
よ
り
、
国
民

健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
後
期

高
齢
者
保
険
も
増
額
が
見
え
る

中
、
特
に
国
民
年
金
の
方
が
暮

ら
し
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が

大
い
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
国

の
方
針
に
関
わ
ら
ず
、
市
民
が

明
る
く
、
心
配
な
く
暮
ら
し
て

い
け
る
責
務
を
心
が
け
た
市
政

運
営
、
全
世
代
型
社
会
保
障
の

充
実
を
要
望
し
ま
す
。

が
で
き
る
体
制
整
備
の
進
捗
状

況
を
伺
い
ま
す
。

答 

弁
市
の
避
難
情
報
発
令
判

断
・
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
見

直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

要 

望
同
行
避
難
に
関
す
る
取

組
を
さ
ら
に
進
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

質 

問
ペ
ッ
ト
用
の
避
難
所
を

作
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答 

弁
動
物
に
係
る
関
係
機
関

や
周
辺
自
治
体
と
連
携
し
な
が

ら
、
先
進
事
例
等
の
情
報
収
集

並
び
に
調
査
・
研
究
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

意
見
等
本
市
が
モ
デ
ル
地
区
に

な
る
こ
と
で
、
地
域
の
価
値
や

住
民
満
足
度
の
向
上
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。
近
隣
自
治
体

か
ら
も
受
入
れ
ら
れ
る
よ
う
整

備
し
、
互
い
に
助
け
合
う
こ
と

も
必
要
と
考
え
ま
す
。
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不
登
校
児
童
生
徒
の

居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

市
長
就
任
か
ら
３
年
、
選
挙
公
約
の

今
見
え
て
き
た
多
く
の
課
題
に
つ
い
て

田
辺
　
純
子 

議
員

吉
野
　
高
史 

議
員

質 

問
不
登
校
児
童
生
徒
の
現

状
を
伺
い
ま
す
。

答 

弁
令
和
６
年
１
月
末
現
在
、

小
学
生
47
名
、
中
学
生
１
１
３

名
、
合
計
１
６
０
名
で
す
。

質 

問
昨
年
度
と
の
比
較
増
減

や
要
因
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

弁
小
学
生
は
５
名
減
、
中

学
生
は
31
名
増
と
な
り
、
全
体

で
26
名
の
増
加
で
す
。
要
因
は

質 

問
残
り
１
年
、
選
挙
公
約

の
進
捗
状
況
を
伺
う
。
み
こ
し

は
軽
く
て
〇
〇
が
い
い
、
３
回

シ
リ
ー
ズ
の
２
回
目
、
選
挙
公

約
を
果
た
し
て
い
る
の
か
。
合

併
問
題
は
凍
結
状
態
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
行
政
間
で
幾

つ
の
合
意
が
な
さ
れ
た
の
か
。

答 

弁
平
成
28
年
１
月
、
板
倉

町
長
か
ら
市
長
へ
合
併
協
議
会

本
人
に
係
る
状
況
に
よ
る
も
の

が
中
心
で
、
無
気
力
、
不
安
が

半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

質 

問
中
学
生
の
31
人
の
増

加
は
多
い
し
、
思
春
期
に
な
っ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
不
安
、

無
気
力
は
成
長
、
発
達
の
過
程

で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
等

を
考
え
る
と
、
本
人
自
身
の
問

題
と
す
る
の
は
余
り
に
酷
で
す
。

の
設
置
に
向
け
話
が
あ
り
、
同

年
４
月
、
本
市
議
会
可
決
、
同

年
６
月
、
本
市
・
板
倉
町
合
併

協
議
会
設
立
。
15
回
協
議
し
、

全
部
で
52
の
協
定
項
目
を
審
議

し
、
29
項
目
が
決
定
さ
れ
た
。

質 

問
合
併
協
議
に
か
か
っ
た

費
用
と
時
間
は
。

答 

弁
本
市
１
２
０
４
万
円
、

板
倉
町
８
２
８
万
円
で
す
。

支
援
、
必
要
な
措
置
に
つ
い
て

の
対
応
、
現
状
を
伺
い
ま
す
。

答 

弁
義
務
教
育
の
段
階
に
お

け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教

育
の
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
き
未
然
防
止
策
等

工
夫
改
善
し
充
実
に
努
め
ま
す
。

質 

問
学
校
で
行
っ
て
い
る
不

登
校
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

弁
各
校
長
が
作
成
し
た
不

登
校
対
策
の
取
組
に
基
づ
い
た

組
織
的
な
対
応
、
館
林
市
不
登

校
対
応
早
期
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
サ
ン
ク
ス
」
を
活
用
し
た
対

応
、
校
内
の
余
裕
教
室
等
を
活

用
し
た
居
場
所
の
準
備
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
上

で
の
対
応
の
４
点
で
す
。

質 

問
不
登
校
児
童
生
徒
の
支

援
に
お
け
る
課
題
を
伺
い
ま
す
。

答 

弁
不
登
校
児
童
生
徒
が
登

校
で
き
て
も
対
応
で
き
る
職
員

が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の

人
的
な
配
置
や
家
庭
の
協
力
が

得
ら
れ
な
い
等
が
課
題
で
す
。

質 

問
頑
張
っ
て
登
校
し
た
子

ど
も
た
ち
に
大
人
の
都
合
で
対

応
で
き
な
い
こ
と
は
義
務
教
育

の
学
校
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

し
、
家
庭
の
協
力
は
信
頼
関
係

の
問
題
で
、
関
係
の
構
築
に
努

め
る
べ
き
で
す
。
学
校
内
の
相

談
体
制
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

弁
相
談
体
制
を
整
備
し
充

実
す
る
よ
う
、
市
か
ら
学
校
へ

指
導
し
、
学
校
で
は
個
に
応
じ

た
支
援
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

質 

問
不
登
校
児
童
生
徒
の
居

場
所
づ
く
り
の
充
実
に
向
け
て
、

今
後
の
取
組
を
伺
い
ま
す
。

答 

弁
不
登
校
児
童
生
徒
が
学

校
内
外
の
機
関
と
つ
な
が
り
、

安
心
で
き
る
居
場
所
で
の
学
習

機
会
を
確
保
す
る
等
、
選
択
肢

を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

番
の
要
因
と
把
握
し
て
い
ま
す
。

質 

問
本
年
度
予
算
で
中
学
３

年
生
を
給
食
費
無
料
と
し
て
、

お
茶
を
濁
し
て
い
る
。
全
て
無

料
に
し
た
ら
ど
う
か
。

答 

弁
合
併
協
議
に
関
わ
ら
ず

検
討
す
べ
き
事
項
で
す
。

質 

問
以
前
、
選
挙
公
約
の
進

捗
を
公
開
す
る
と
あ
っ
た
が
。

答 

弁
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
公
開
し
て
い
き
ま
す
。

質 

問
な
ぜ
今
頃
公
開
な
の
か
。

答 

弁
整
合
性
を
取
り
な
が
ら

今
後
公
開
し
て
い
き
ま
す
。

質 
問
こ
の
３
年
間
で
、
ご
み

の
分
別
・
資
源
化
の
状
況
は
、

ど
の
程
度
進
ん
だ
の
か
。

答 

弁
令
和
４
年
度
か
ら
、
板

倉
町
・
明
和
町
と
の
ご
み
分
別

ル
ー
ル
の
統
一
化
を
図
っ
た
。

質 

問
資
源
化
も
聞
い
た
が
、

ち
ゃ
ん
と
答
え
て
く
だ
さ
い
。

答 

弁
令
和
５
年
２
月
に
策
定

し
た
館
林
市
ご
み
処
理
基
本
計

画
に
お
い
て
進
め
て
い
ま
す
。

要 

望
約
１
億
６
０
０
０
万
円

の
市
民
の
尊
い
税
金
が
余
計
に

使
わ
れ
て
い
る
。
厚
生
病
院
の

負
担
割
合
を
公
平
・
平
等
に
す

る
こ
と
を
要
望
す
る
。

質 

問
凍
結
に
至
っ
た
状
況
を

市
民
に
説
明
し
た
の
か
。

答 

弁
15
回
の
中
で
１
～
３
回

ま
で
参
加
し
ま
し
た
。

質 
問
と
ん
ち
ん
か
ん
な
答
弁

を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
内
部

資
料
に
は
、
本
市
か
ら
「
全
て

い
い
と
こ
取
り
で
は
合
併
後
の

財
政
が
も
た
な
い
」
板
倉
町
か

ら
「
館
林
市
が
３
億
円
用
意
で

き
る
ま
で
合
併
協
議
会
は
休
止

し
て
も
い
い
」
と
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
凍
結
に
至
っ
て
い
る
が
、

ど
う
考
え
る
の
か
。

答 

弁
給
食
費
の
無
料
化
が
一
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令
和
６
年 

第
１
回 

臨
時
会
の
審
議
結
果

議
員
研
修
会
を

　
２
部
構
成
で
開
催

専
決
処
分

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
５
年
度

館
林
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
））
＝
国
の
低
所
得
者

支
援
及
び
定
額
減
税
を
補
足
す

る
た
め
の
給
付
に
係
る
事
業
を

実
施
す
る
た
め
、
２
億
６
４
５

９
万
９
０
０
０
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
３
３
６
億
５
３
３
５
万
７

０
０
０
円
と
す
る
補
正
予
算
を

専
決
処
分
し
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
に
対
し
承

認
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
、
全

員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
改
正

▽
館
林
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
＝
地
方
公
共

団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す

る
政
令
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
、

ま
ず
、
戸
籍
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
本
年
３
月
１
日
か
ら
、

戸
籍
謄
本
等
の
交
付
事
務
に
つ

い
て
本
籍
地
以
外
で
の
当
該
謄

本
等
の
交
付
事
務
、
い
わ
ゆ
る

「
広
域
交
付
」
が
追
加
さ
れ
る

こ
と
、
次
に
、
戸
籍
の
届
出
又

は
申
請
の
受
理
の
証
明
書
交
付

事
務
に
つ
い
て
電
子
化
さ
れ
た

戸
籍
の
届
書
等
情
報
の
内
容
に

係
る
証
明
書
を
交
付
す
る
事
務

が
追
加
さ
れ
る
こ
と
等
に
よ
り
、

関
係
規
定
を
整
備
す
る
ほ
か
、

戸
籍
及
び
除
籍
電
子
証
明
書
提

供
用
識
別
符
号
の
発
行
事
務
が

創
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
新

た
に
徴
収
す
る
手
数
料
及
び
そ

の
額
を
規
定
す
る
た
め
、
本
条

例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
全
員
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
３
月
１
日
、
講
演
・
研

修
の
２
部
構
成
に
よ
る
議
員
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
館
林
市
Ｄ
Ｘ

推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
森
實
佑

樹
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
館

林
市
Ｄ
Ｘ
推
進
の
取
組
み
」
と

題
し
、
Ｄ
Ｘ
に
取
組
む
意
義
に

つ
い
て
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

第
２
部
で
は
、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

実
現
す
る
ス
マ
ホ
市
役
所
」
と

題
し
、
市
公
式
ラ
イ
ン
の
使
用

方
法
に
つ
い
て
、
株
式
会
社
Ｂ

ｏ
ｔ 

Ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
（
ボ
ッ

ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
）
の
黒
澤
圭

氏
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実

技
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
館
林
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
は
、
２
月
13
日
に
開
か
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
臨
時
会
に
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
は
２
件
で
、
審
議
の

結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
、
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第１部講演会の様子と講師の森實佑樹氏

議席番号

議 員 名

　議案等名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

結果
小
林
但
弥

池
森
の
り
子

飯
島
一
志

岡
野
陽
子

堀
口
き
く
枝

岩
上
博
志

野
本
泰
生

田
辺
純
子

柴
田
　
信

平
井
玲
子

川
村
幸
人

渋
谷
理
津
子

権
田
昌
弘

斉
藤
貢
一

篠
木
正
明

吉
野
高
史

遠
藤
重
吉

野
村
晴
三

議　案
第１号

専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度館林市一般会計補正予算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議　案
第２号 館林市手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
※権田昌弘議長は採決に加わりませんので「－」となっています。� 【○：賛成　●：反対】

令和６年第１回臨時会 議員個人の賛否結果一覧表

　本会議･常任委員会はだれでも傍聴することができます。議会では皆さんの生活に直結した重要な問題が審議されます。市政を身近に
知るためにも、ぜひ議会を傍聴してください。手続は議会棟３階及び４階で、傍聴人受付簿に住所･氏名を記入するだけです。
　なお、傍聴席には限りがありますので、団体の場合はあらかじめ議会事務局までご連絡ください。

【６月定例会の予定】
６月 ７日（金）本会議（会期の決定、議案提案説明など）
　　10日（月）本会議（議案に対する質疑、委員会付託など）
　　13日（木）・14日（金）本会議（一般質問）
　　17日（月）・18日（火）委員会＝常任委員会（総務文教・市民福祉・経済建設）
　　24日（月）本会議（表決）

☆本会議は午前10時開会予定です。会議の日程、時間等は変更になることもあります。
☆一般質問の通告順位表は、６月５日（水）から市のホームページでご覧いただける予定です。
　（https://www.city.tatebayashi.gunma.jp⇒ページ下部の市議会をクリックしてお入りください。）

議会傍聴者の皆様へのお願い


